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●  

個を生かし、育てる  

上智．■人苧教授 加 藤 幸 次   

佃，偶作，柑lゾ仁を仲良させてやりたいとも考えてい  

るものである。すなわち，教朝昭身のもつねらいと  

いうのではなく，J′・どものもつ「発想」や「いいと  

ころ」や 「持ち味」を伸ばしてやりたいとも意識す  

るものであるく）この観点からすると，子どもたちの  

も／〕ている仰，佃性，粘性というものは仲良される  

べき対象そのものなのである。すなわち，それらは  

「‖的」そのものであり，「育てる」対象というこ  

とになる。このことを「個性化」という言葉でとら  

えてきたはずである。   

教育という観点から個とか，個性とか，特性とか  

いった 一人一人の子どものもっている特質を考えよ  

うとするとき，この二つの概念に峻別してとらえる  

必要がある。すなわち，個，個性，特性を「生かす」  

とともに「育てる」ことを同時に考えるべきである。   

なにが基礎基本かは別として，全員共通して学ば  

ねばならないことに関しては「手段l概念を適用し，  

一人一人の特質を伸ばすことに関しては「目的」概  

念を用いて対処することになる。両者のバランスの  

取れた状態こそ教育の望ましい在り方ではないか。  

教育という剛∴丁から仙とか，  

ノ凧性とか，特性とかについで考えるとき，そこには  

二つの概念がある。一つは，佃とか，個性とか，粘  

什とかを「手段」概念としてとらえる場合であり，  

他ク）▲つはそれらを「l川勺」概念としてとらえる場  

合であるしつ   

まず，前常について考える。教師は，常に「指導」  

したいと考えているものであるり すなわち，教師は  

指導のねらいをもっていて，「このことを教えたい」  

とはっきり意識している場合が一般的である。この  

観点からすると，子どもたちのもっている個，個性，  

粋lゾl三というものは白分の指導のねらいに達成させる  

ための「手段」と意識されるにちがいないし1子ども  

たち▲八一人のもっている特質を「生かして」白分  

のねらいを達成することになる，と言い換えてもよ  

い。）胤 個性，特性を「生かす」には，このような  

R的に対する手段を意味していると考えることがで  

きる。このことを「個別化」という言葉でとらえて  

きたはずである。   

次に後者について考える。教師は，前述のように  

願うが，しかし，同時に，子どもたちのもっている  
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研究紹介  

小学校社会科における資料活用能力を育てる学習指導  
第5学年「工業生産と公害」の授業実践を通して一  

広島市教育センター指導主事 吉 竹 邦 昭   

結果を資料にまとめる活動（資料の収集，資料の   

作成）  

③資料から，広島市の里活環境の実態とその原因を   

調べる活動（資料の分析）  

④調べたことを賃料にまとめ，まとめたことを学級   

全体で検討する活動（資料の作成，資料分析の吟   

味・検討）   

このlまか，いわゆる産業型公害の実態やその頃軋  

公害防止のための国等での取り組みについてもこ凱  

④と同様な学習活動を取り入れました。なお，吟味・  

検討した結果，疑問に残ったことや不明確なことに  

ついては，再度児童全員で資料分析したり実地調査  

したりしました。  

情報のネットワーク化が急速に進んでいる昨今，  

情報活用能力を育てることが学校教育にも求められ  

ています。資料を調べて課題解決することの多い社  

会科において，この情報活用能力と深くかかわるも  

のに資料活用能力があります。貿料活用能力は，課  

題解決する上で重要な力となるものであり，学習の  

過程で育てる必要のある力の・一つであると考えます。   

本研究では，資料清岡能力に着日しその力を育て  

る指導の在り方を授業実践を通して探りました。研  

究の中から，資料活用能力を育てる指導のポイント  

を紹介します。  

資料活用能力の要素   

資料活用能力は，次のような要素をもっています。  

・資料を収集・選択する力（活用する臼的に応じて   

多種多様な資料を収集し，その中から適切な資料   

を見つけだす力）  

・資料を読みとる力（資料から事実や傾向性を読み   

とったり，資料間の異同や関連性などを発見した   

りする力）  

・資料をつくる力（学習したことの概要や導きだし   

た結論を資料化する力）   

つまり，資料活用能力は，どの資料が活用できる  

かを判断し，活屈して情報を獲得し，それを二次情  

報として資料につくり変える力と言えます。  

資料活用能力を育てる主な教師の支援   

資料活用能力を育てるとともに，学習内容の理解  

を深めるために，次のような支援を行いました。  

・児童と共に行う資料の読みとり   

児童の実態に応じて行い，児童が資料を読みとる   

際のつまずきを把握し，段階を踏んで指導をする。  

・資料の提示   

児童の資料の読みとりが平面的，・向的にとどまっ   

ている場合，より具体的な資料や多面的に考えら   

れる資料を提示する。しかし，提示する資料は必   

要最′ト限にとどめる．。  

・板書のt夫   

児童の導きだした結論やその根拠，また相違点を   

児童が明確に把握できるようにする。  

・児童の作成した資料の評価と活用   

児童が作成した資料のよさに気付くことができる  

ような評価を行う。また，学習l勺容の理解を深める  

ためにも児童の作成した資料を積極的に活用する。   

以上のような手だてを講じたことで，学習が臼的  

的で，主体的なものとなるとともに，学習の過程で  

資料活用能力を育てることができたと思います。   

資料で調べる学習活動と他の学習活動との関連   

本研究では，′ト学校第5学年の「工業生産と公害」  

の授業実践を通して，資料活用能力を育てる指導の  

在り方を探りました。その際，次のような学習活動  

を取り入れながら進めていきました。  

①有害ごみを焼却して，出る煙の色を観察したり，   

臭いをかいだりする活動（公害に対する問題意識   

の喚起，公害に関する資料収集への意欲付け）  

②騒音，大気汚染，水質汚濁に関する実地調査をし，  
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工夫してみましょう 図画工作科し小）  使ってみましょう 理科（融  

O「造形遊び」と環境づくり  

「造形遊び」では，子どもたちが解放され  

ト体的に思い思いに活動できるようにするこ  

とも人切です√ノ そのためには，次のように環  

境を整備することが重要となi）ます＝  

し：1〕予想される情動に過Lた十分な広さの空間   

を準備する（場の環境）  

こ／2）題材に合った材料を卜介そろえる（ノ材料環墟）  

こ3淵料に合った川ハをl▲分そろえる川jハ環境J  

〔4ニ認め合える仲間づくりと，保．線名の巨けな   

友接が得られるようにする（人件甘酢  

′5、21≠問単車二にとらわれることなく，臨楳応   

ノ変な対応をする（lト川」環境）  

′町発想、がJJ二がり意欲がわくような題材γ．・発   

問Tを卜人する（情報環境）   

このような，いわゆる．甘＝二三l‡‡境にl二人を；疑  

らして，楽しく実践してみてくださいご）  

○ 簡易A／Dコンバータ   

高等千校ヘコンピュータが整備され，理科  

の予習においても，積極的な活用が望まれて  

います′ノ その際，コンピュータを観察・実験  

の道几としてi．†用する札卓二も重安です㌧ 

デジタルイi‡り・を処理するコンビュー一夕に，  

アナログ仁り一である槻雪亨・‘凰順の．汁測データ  

を人ノ」するための「簡易A l）コンバータ」  

を製作しました〔、黎封1三イ1～も安く，教仙の満ホ  

ノ鬼l験はもちろん，′H徒与川釦二も利川できます「 

∩
）
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〕
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話  

題  

の  

広  

場  

紹介しますl椚皿教ff  取り組んでみましょう 柑州．1倒川リ  

○学級活動の指導   

学割好．†動で「／卜従仙人の不安やJl苗みの師消」  

や「望まLい人間関係の件、ンニをl又】る」などの  

指導を行う場合，相膏な賓料や情朝をfmlJし  

た話し合いや発表が，l十＝机二行われるよう  

にすることが人切です、、   

そのためには，′1月二従の実態等を卜分に把  

挺し，共通な課題を設定するこ冒／J・人・人の  

個惟が付かせるような小集トJ・lや係を編成L，  

活動させる（資料作成，話し合い，発表）ご5二1  

一人一人の活動する場と樅会をつくる 4ノけ．  

いの立場を認め合い，1亡主的な話し合いがで  

きる雰囲気を醸成するなどの観点に音二って根  

気強く指導していくことが必要です。また，  

その際一人一人の個性や立場を認め，生徒の  

気持ちを受け入れようとする教師の受容的な態  

度や姿勢が最も大切なポイントになってきます。  

し〕発声・発話トレーニングシステム  

l甘兄や十‘．‡吾に障′．壬て：をもつJ′・どもの指導に，  

コンピュータを清川してみませんかし）」′・ども  

に興味・m心をもたせ∴甘欲的なで■†勅を化し，  

進んで取り糾もうとする態度をffてることに  

つながります＝   

今l＝】，教育センターで耕Lく購人Lたコン  

ピュータによるトレーニングシステムを紳介  

します〔ニ これは，聴克や∴語に障書をもつf▲  

どもの発ノミf・発話のためのものです∪   

］分のノ1fをグラフィック表示し，ゲーム感  

覚で発音の練門がで きます。子どもとのコミュ  

ニケーションを高めることにも効果的です。  

また，締閂の結果や音声の分析ができること  

から，子どもの実態を適切に把握することが  

できます。教育センターのコンピュータ研佗  

室で利用できます。   

■●  
C
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O
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教養講座  

民話のこころ  

俳優 沼田 曜一  

昨年，12月5「］，講帥として俳優の子7川1曜一光牛をお迎えし，アステー  

ルプラザで教養講頼を開催しました。たくさんの民話を語りで紹介しなが  

らのお詣で人好評でした。講演内容を要約して紹介します。   

N話の魅ノ」にとりつかれてもう30年近くになります。病気でしばらく什事から離れたのをきっかけに，  

l：l分らしい／卜きノノを求めて旅に出たのが始まりでした〔〕手づくりの紙芝居や」人舞台の道共を中に積ん  

で施設！訓Jりの旅を始めたのです〔〉 人との＝会い，「］然との＝会いがありました‘ノ牛い二，lll峡の露天風H  

や罠家の囲炉裏ばたで聞く1亡ii占‘には，新鮮な魅ノ」を感じましたい それ以来，放で1亡話を採集し，それを  

舞わで．う汀るというノさ：く■みを純けて今lほで来ましたし）  

ll本の1e．ミ■†にはおおらかなユーモアがあり，l′l然をとらえる鋭敏な感件と表現の豊かさがあり，人ヤ  

L：t然に対するやさしさがありますし，【’」然に徳満し［然と銅刺して牛きた先人の幕しのlいから′卜まれたも  

のです⊂〕このやさしさ，美しさは次の町阻二ぜひ．．Rりイ∠こえていきたいことですし〕  

．‡汀りの頂点烏け親の愛の．i－柴です つの∴葉が人をヰせにしますい1e．i．†の11し界を借りて語ることに  

よって，「どもにやさしさを教えることができるのではないでしょうか。廿，ヴ校でおii．†をしてくださ／J  

た先／卜のことは今でも忘れません。1L′トノノ‾もぜひぜひJ′一どもにお．i【キをしてや／」ていただきたいと想います。   

冥践発表紺介 川一学校道徳指導掛恒  

「動作化を取り入れた指導の工夫」  

Jヱ」l∴日日二′トIll申子校教諭  大下 恵子  

第1学隼の道徳の内容項Ll汗lトイl律）の指   

導に励什化を眼り人れましたし〕浦用した資料は   

『二」‘llの［動販売機』ですし、／巨徒は資料に登場   

する「川」」がどうすべきか悩み苦しむ場面（菌藤   

城面）で動作化に取り組みました、、  

資料の■l一心人物である「判」の役になった′卜従   

仝員は，葛藤場血のようすを自分なりに想像し，   

「別」に什托関与しながら動作化を進めていきま   

した。その際，教師が「明」と行動を共にした   

「誠」の役になるとともに，その場而を具体的に   

想像させるために，「FP一くその自転車に乗ってい   

こうよ」「ほら自動販売機が見えてきたでしょう」   

などの言葉掛けをしてきました。  

動作化を取り入れたことにより，気が重い「明」   

の気持ちに十分に共感させることができたように   

・∴・・  

実践発長紹介（社会教育講座）  

「公民館事業のネットワーク化」  

広島市五Il市中央公1亡館仁中  寺尾 一朗  

昨隼3ノ1に佐伯区l勺の公1亡舘などがアジア競技  

人会開催200＝前イベントとして「アジア人会応  

接まつりinさえき」を開催しましたし、   

この事業は，各館などが個別に実施している一  

館一国・地域の応援事業をネットワーク化（共同  

で実行委員会を組織し主催する）して収り組んだ  

ものです。車上eが，一度に多くの外国文化に触れ  

ることができ，さらにアジア人会への参画意識も  

高められると考えたからです。その結果，参加者  

からのノ文響も人きく多大な成果を得ることができ  

ました。また，職員の貢仔感と積極性が増し，事  

業への取り組み方も変化してきました。   

事業のネットワーク化は，考えや意見の調整・集  

約に大変な時間がかかりますが，一つにまとまっ  

たときは想像以上の成果を生み出すと考えられます。   
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＝ 教育相談重から ＝  

④ぉこたえします④  

乱暴な行動を示し友人関係がうまくいかないA男  （〕 個人面接を実施する   

機会をとらえてA 刀と個ル面接を実施するIllで，  

Aリ〕の気相ちを理研し，人間関係をつくっていきま  

す＝ 面接を嫌がることもあると思いますが，「20分  

だけ詔をしよう」など時間設定することで安心感を  

与えることができますrl血接では川越行動にすぐ触  

れるのではなく，「いま，どんな遊びがおもしア）  

い‘？」など，八リJの【払L、のあるところかト始め，A  

リJの∴葉を人切に受けl仁めながら話を進めます、1  

Q ′j、ノ半枚5隼畑のAリヨは，授業申に隣の児童  

を鉛筆でつついたり，人〃を＝したりで落ちカ1二  

きがありません「ノ また，休惣時潤のポール遊び  

などでも、＝分の止I、うようにならないと，すぐ  

にかっとなって他の氾葦をたたいたり，けった  

L）するなど乱暴な行動が経えません㌧私が汗点  

すると「伴ばっかり汗二・ユする」と∴って逃げ，  

射l■l二に注意をIiHき人れようともしませんリ ビの  

ように指導したらよいのでしょうかしJ  

●  

〔〕 学級で友人関係の改善を図る指導を行う   

丁級で友人「甘係をテ←マとした話し合いヾ石動を行  

い，某l・j‘lでのかかわりについて考▲える機会をもつことも  

必－揖でしょう。例えば，「ん遁を人〔肌二するとはどのよう  

なこと」などを収りあげてみます＝・ノし一人の息几を人  

り力二するlいで，仙1iモにl′1う汀＝才を兄つめさせます‖そのlい  

で八りうにも肘、」‘lでのかかわりについて宗付かせていきますり  

A このような行勅の′l■H出二は，次のようなことが  

ぢ▲えらjLますい  

・さ、r：矧ノ」で仰lⅢから．i忍められていない  

・′、j：：門についていけずナ召意欲が■■．十まらない  

・教師が県ホをいつも丑山′」1に凡ている  

・教仙とリ上前との「＝Jに爪頼1甘係ができていない  

∴声校や家庭の小で一隊性的な欲求不満がある  

・感情朋党辻の未熟さから1二l」中心l′机二な／）ている   

以仁のようなことが昔i；しになっていないかどうか，  

AリJをよく観察するとともに，孜nlljも」’l分イl身を振  

りi庭一）てみる必安がありますJ  

○ 保護者の協力を得る   

教帥は，児垂のことで刷ると保護抑ニト■りム堕を話し，「～  

してください」というパターンになりがちです。課ほ  

や頂川が分かっているところに，さらに追い討ちをかけ  

るような指摘をしても，保護苫の不安は増すことはあっ  

ても，A男に対して良い影響を及ぼすとは思われません〔J   

それよりも，「私も一緒になってA男君のことについ  

て考えていきたいと且しいます」「何かありましたら，い  

つでもご連絡ください」など，保護者に安心感を与え 

また協力を仰ぐことの力が大切です。   

（つ 注意を控えて肯定的な言葉掛けをする   

A男は，これまでも注意されることが多かったの  

かも知れませんく∴学校で注意され，家庭でも注意さ  

れ続けているとすれば，ますます欲求不満はつのる  

でしょう。なるべく注意することを控え，長所や特  

托などを認めるようにします〔）ここで大切なことは，  

A男の機嫌を取るのではないということです。さり  

げなく「なかなかいいね」「よかったよ」など，A  

男の行動に対して肯定的な言葉掛けを行うように努  

めます。  

以上のようなことが基本になると思いますが，他  

の教師と連携を図ることや、場合によっては相談機  

関に相談することも必要でしょう。   

広島市教育センター 教育相談室（082）223－4152  

いじめ110番（082）223－4420   
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年度末を迎え，何かとご多用のことと存  

じます。   

今年度最後の所報をお届けします。今後  

の指導の充実にご活用ください  
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小林 俊文  
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